
風浪階級と風連との関係について
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風浪階級は海面の状態をあらわすのに便挿Uでt相当風速についでも今まで数多く論ぜられてい

る。しかし海上でn業に従事するものにと　で・また風力計をもたない漁船等では風浪階級（海面

状態の説明による）より相茸風速を推在することが多い0賓際に現場の状態に出会ってみると風浪

階級に封して風速の限界をもうけることが極めて困難で顔測したものを堅珊する場合にも常態以上

の巾をもつ〔風浪階級に封謄する風速が存在することに気がつく0

更に風向にによって風良階級と風速との弓旺相異があるように思える0

では凝測位琶により軋浪階級との間に差があるかどうか・

また筆者は漁場等の海面状態を像報する場合海上の軌速上棟想し海面状態をど氏の説明（鮎ofo一

鵬SealeIや中央束象台の風浪帽教養によるわけだが風浪階級を決危する場合風臥位置までも考

慮して相当風連の眼界を把短する必要がある○

このような調香には長期にわたるな鮎の馴11が必要であるが幸い1951年2月～1952年2月まで

の中央気象台車鮎馴腑の北点（N390E15j。）及び南点（N299E135ロ）の観淑憤料が手に∧つた

ので、この風速及び風浪階級により訓琶して見た0

1年間の観測資料では風浪階級が大きい場合充分とは云いないがt賓際漁葵気象のf報を行う一

助となれば幸である0

旨2．風浪階級と相当平均風速について

風浪階級と相当風速の平均については第一義で示される○即ち北方定鮭観測（北鮎ノと南鮎及び

北点の夜間Oh（註：昼間は12b観測）のものについてでこれらは女のような関係式が嘗締まる。

R　＝　0．39Ⅵ7　－　0．7

W：平均風速　　m／S

R：風浪階級

上武の関係鱒第1画で示されるが北点・南点共平均風速では鴫一致した値をとるが風向別の準

均風速を検討してみると風向によって必すしも同様の風浪階級を示すとは云えない0

即ち風向別風浪階級と平均風連妊第2隙に示すとおり○
屠3　風光別の風浪階級と風速について

今平均風速盈Wとし七牛均風浪階級をRと

してこれを風向別にR／Wを計算してみると、

第2表のようになる0



し・　　　帯2表風向別風浪階級と風速風向
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上表を軋良t北点を蘭示すれば弔ミ3国のよう
になり、北分の風向に対しては北点ご由点共略同

様■の値を示しているが．南分の風向鱒？いて姓．

北鮎より南点の万が設／Wの‾値が大きkなつ七い

る。これけ同じ風浪翳級に封して北点では車喝風

速が2～3米ノくきい。

また豆／W－は棄｛南の南東象限では：’宵点、北

点共0．3以下で小さく、北西衆隈は軌が大きく

なっている。

このことは南東象限の風向七度相普嵐・速に封す

る風浪階級の値が小さいことを意味し、文鹿西象

限の弧では風速に封する風浪階級の大きいととを

‾　示している○

頁／面の瀬の風向に封する最大と最小との差は0．1であるから風速10米について風浪階敬把毒

が1だけあることになる8
7才
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北点 仕）北東象限

（2）南東　夕

朗　南野、で．．
囲　北西

甫点（1）　〝　　′

（2）　′　　〝

ゆ　〝　　〝

（41　′　　′

攻に北私南東、南臥北西の各象限の風浪階

級と風速との関係式を求めてみると北点・南点に

ついて各々次の繹某をりるり即ち

Ri＝0．313Wl′＋0．28

R；＝　0．266WJ‾一0．0つ

Rl＝0．376Wも－1．13

Ri＝0，414W4－n．68

Ri＝0．339Wl一0．15

R基＝0．322W2－い．？1

R；＝0．426W汚一0・75

R；＝0．32W。＋0・02

】1l■t上の閥■系を図示すると第4図のようになるが

Llいじ東象眼r北†東北東の風浪階級と相当風撃均について）では・南点、北点とも疑似・して

い・る軋＿北点の方が平均風速15米′秒以下では1両に射して没が大・きく・15米／砂以上では帝に

対する・担ミ小となてている。

即も上五島の方が甫点。・15米′秒以下の風で風浪が大であり・15米／秒では逆に甫点の方が風

浪が大きくなることを示しているJ

酢請来象限では5米′′秒以上では甫点の方が風浪が大きくなる－ことを牢している0

．脚∴南西象限では、南点の方が北点よ柑酢封する風浪が他のどの象眼よ。大きい○即ち風速

・鱒北李象限では少しく逆で・風速7米′秒以上では北点の方が相当臥離附る風浪階級が大

とな′）〔やる0即ち北町軌の等しい風速につい咄ヒ鮎の方が風浪が大きいこ・と緬すもので

これらのことは風速を推算して風浪の溜憩を行う場合注意すべき事柄を示している○しかも風向

に？小字も考肘べき′ことも削こし、例えば1う米／秒の風速に封して・南分の風砕は平均風浪階

豆）級は4であるが、北分の風ではRは5またはそれ以上を預想する必要がある○また平均風

速（剛5米／砂では甫分の風向嘲R＝1増やか刑；、北分ではR＝2位ご幾分波立ってい
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‥ニ■ごることを示す。

また以上のことは．甫鮎と北点の位置による風浪と風速との関係に1・いてギのあることを示して

いる○　こ」で用いた南点及び北点は相富広い海面であるが、更に地形の影響を受け易い海面で償こ

のことはもつと重要になり沿岸漁某者に対する海面状態の観想には黄昏を要すると共に、漁場と－な

る海域について預報海域について調査を行っておく必要がある。
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旨4．風浪階級と相昔風速の限界について

風浪階級に封する風唾は風輔弼について、平均

風趣の0．25～038倍の抱囲であったが．豪際に観

測されるものは相首大きい範密に宜か現われてい

るので、風速を推定して海面状態を襟想する上に

考慮を払う必要がある。

例えば実際の観測軌法の中から、風速5米／秒や

風浪階級5（「やゝ波がある」「波高1～2米」）や

風速20米／秒で風浪階級3（「やゝ波がある」）「波

高1～2米」）というような観測値は担昔風の抱囲

と共に伝授度について検討を加昇る必要がある●

これらの餅田川・ほ「どの程虚の風速がとの貯讃い

たら風浪はどの位になるか」ということと、風速

が弱まってきて「風浪が納まるまでどの位かl尋

か」という問題を含んでいる○

さて第5園は風浪階級と相嘗風速の簡圏を示し

ている。太線と点線が北点の昼間（12h）と夜間（Ob）で．細線は南点昼間の観測である。

この圏は攻の事柄を示している0

（1）風浪階級の小さい場合、膚点．北点共大体一致した範囲にあるO

t2ノ　南点の方が北点に比し相当静速の範房が快いo

p）昼間け夜間に比し相当風速の範囲が大きく観測されている0

風速と風浪階級の平均値よりかけはなれ七いる観測値の実例についてみる！、これら妊前線附近

で見られるようである○即ち

6月12日（1951年）12h W＝＝1．3　S）　R＝3

8月　29日（1951年　Oh W＝0．1（E）　R＝3　C．F通過前

12円28El（1951年）12hW＝1．5（wNw）R＝3C．F通過直後

以上は風速について凪狼の大きい場合であるが、逆の場責は

2月10日（19声2）12h W＝23・1（S）　R＝3充分発注しない低気圧の前面．

方位・．・Jkみると、充分の風向については、南点、北点共比較的近似しているが，西分の風たつい

ては相当風且の範＿i二が大き・．。これは前線や低気圧通過の後面で風速の変動が大きいことを示して

レ、る○

これは備J衣並びに弟6図1で示すとおりだがこれにはかなり巾があるので．これについては限界を

求める必要がある○

そこで第二】表の最大及び最小について′ド均を求めてみる！、第4表のようになる。
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第　3　表　方位別による風択階級と相常風速の亀領
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以上中央気象台の定鮎観測資料について海上の風浪と風速について調査したわけだが．最速に封

する風浪は泣置及び風向によって一様なものではなく

（1）風速による風浪階級の複想には風向を考慮する必要があわ南東の風が風浪は小さく、北西風

では風浪が大きい傾向がある。

（2）位置による相異は、北点の方が甫点にくらペ風速に封する風浪櫓級が小さい。しかし北西風

のみ逆に大きい○

聞　甫鱈象限の風では北点の方が甫点にくらべ風浪階級は1位小さい。

㈲　風浪階級に対する風速は相当匿い巾をもっているが．低気圧叉は前線等風向風速の挙動によ

る風浪の変化については、更に詳細な習料により調査したい。

（5）風浪階級に封する風速の信擁限界を求めたことは、漁船その他海上気象観測の結果のチェッ

クに役立つ。

（6）漁椚等で風力を目測する場合でも．仲置風向によって海面状態を考慮する必要がある。

資料が充分でなく階級が大きい場合等についての検討は不充分であるが一旗風浪の預報等につい

て、沿岸の橡報海域等についても以上のような調杏は必要であろう。
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